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われわれは細胞運動を模した分子ロボットのプロトタイプとして、細胞骨格系

タンパク質を封入したジャイアントリポソームの運動制御システムの開発を行

っている。本講演では、アクチン-ミオシン封入型、高濃度アクチン線維封入型、

微小管封入型ジャイアントリポソームの外部刺激による形態変化の特徴につい

て紹介し、より大きな形態変化を引き起こすための具体的方策について議論す

る。 

 


